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  研究要旨 介護領域におけるリハビリテーションを効果的に実
施するためには高齢者の診察にあたるリハビリテーション科医、
各疾患領域の医師や医師以外の医療職種が適切にリハビリテー
ションを提供できるようにする必要がある。本研究で介護保険制
度のもとで適切なリハビリテーションが提供できるように手引
書を作成する。 

 

 
   Ｄ．考察 

 昨今のCOVID-19関連による様々な問題 
等で研究の進行が若干遅れも生じたが、 
最終年度である本年度に手引書の発刊まで 
到達し、予定を完遂することができた。 
 
Ｅ．結論 
介護領域におけるリハビリテーション 
を効果的に実施するための手引書を作 
成することができた。 
 

Ｆ．健康危険情報 
  特になし 
Ｇ．研究発表 
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       Ａ．研究目的 

本研究の主目的は介護領域における 
リハビリテーションを効果的に実施す 
るための手引書を作成することである。 

 
       Ｂ．研究方法 
        2021年度までに遂行し手引書作成のた 

めの大項目3章、中項目合計18項、小項目 
合計50項を抽出した。これらの項目に沿 
い手引書の作成をおこなうこととした。 
手引書作成の編集をおこなう 
こととした。 

       （倫理面への配慮） 
       京都府立医科大学の倫理審査の承認を得た。 
 
 
       Ｃ．研究結果 
        第１章は高齢者の身体機能を高める方法 
    についてとし中項目を10項、小項目を36 
    項目とし、第2章を高齢者の意欲を高める 
    方法（心理的サポート）とし中項目を2 
    項、小項目を6項とした。第3章は介護領 
    域の高齢者における疾患別にみたリハビ 

リテーションの留意事項についてとし、 
中項目を6項とした。また、それぞれの 
項を理解しやすくするための図表も多く 
取り入れた。最終的に100ページ弱の手 
引書をした編集した。 
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